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データ登録

戦没者について以下の項目が管理できること。（登録・修正・削除）

①一連番号

②もとの身分

③氏名

④生年月日

⑤死亡年月日

⑥死亡場所

⑦死亡区分

⑧旧本籍

⑨新本籍

データ登録

遺族について以下の項目が管理できること。（登録・修正・削除）

①続柄

②氏名

③生年月日

④住所

⑤生計関係

⑥死亡年月日

戦没者台帳

遺族構成

データ登録

帳票管理 申立書 遺族からの要求に応じて戦没者を選択し申立書が出力できること。

データ照会 EUC機能 全てのデータはCSVで出力し加工可能とする。

給付情報について以下の項目が管理できること。（登録・修正・削除）

①給付種別

②裁定番号

③裁定年月日

④国債番号

⑤申請者（続柄／氏名／生年月日／失権年月日）

⑥受領者（続柄／氏名／受領年月日）

給付受給者

帳票管理

遺族からの要求に応じて戦没者を選択し同意書が出力できること。

字や行政区ごとに受付期間が設定できること。

通知対象者一覧を作成し出力できること。

出力順については字または行政区順に出力の並び順を選択できるようにする。

データ照会 戦没者を選択し給付状況が容易に確認できること。

データ照会 戦没者を選択し戦没者台帳が容易に確認できること。

給付状況

戦没者台帳

通知書

（請求手

続）

帳票管理 同意書

機能

（大分類）
機能概要詳細

業務共通

検索画面では、「カナ名」だけでなく「漢字名」、「遺族名」、「遺族生年月日」、「申請者

名」、「申請者生年月日」でも検索ができること。また、名字や名前などの一部でも一致すれ

ば検索対象となる。（あいまい検索）

日付の入力

機能

（中分類）

検索機能

業務共通 権限機能
担当者毎にログインIDで権限を管理し、業務毎に利用できる機能と利用できない機能の制

限を設ける。

業務共通

日付は、「元号」を選択するのではなく、元号も数字で管理する。

例)明治３年８月1５日→１０３０８１５

　 大正３年８月１５日→２０３０８１５

　 昭和３年８月１５日→３０３０８１５

　 平成３年８月１５日→４０３０８１５
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帳票管理
受付簿・受領

簿

出力順については申請者の字と番地（住所）と氏名（かな）で出力の並び順を選択でき

るようにする。また、各字で改ページ出力できるようにする。

帳票管理

通知書

（国庫債

券）

受領日は1日だけではなく期間で設定できること。

通知対象者一覧を作成し出力できること。

出力順については字または行政区順に出力の並び順を選択できるようにする。

台帳管理
給付受給者画面で、申請者連絡先（電話番号）、代理人連絡先（電話番号）のそれ

ぞれ管理（入力）できること。
連絡先

帳票管理
未請求者リス

ト

出力順については申請者の字と番地（住所）と氏名（かな）で出力の並び順を選択でき

るようにする。また、各字で改ページ出力できるようにする。

帳票管理
戦没者個人

台帳

出力順については申請者の字と番地（住所）と氏名（かな）で出力の並び順を選択でき

るようにする。

帳票管理
戦没者一覧

表

出力順については申請者の字と番地（住所）と氏名（かな）で出力の並び順を選択でき

るようにする。また、各字で改ページ出力できるようにする。

台帳管理

続柄情報を元にした家系図の作成および帳票出力。

（弔慰金を受給する順位の確認用）

※続柄情報から作成できない場合は、台帳毎に家系図のブランク様式を用意し、登録され

た遺族の名を容易に選択し表示・印刷が可能なこと。

家系図

帳票管理 帳票全般 帳票はエクセルに変換し加工可能とする。
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